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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期
第２四半期
累計期間

第35期
第２四半期
累計期間

第34期

会計期間
自 平成22年９月１日
至 平成23年２月28日

自 平成23年９月１日
至 平成24年２月29日

自 平成22年９月１日
至 平成23年８月31日

売上高          　　　　　　      （千円） 7,924,207 7,752,110 17,502,446

経常利益又は経常損失(△)          （千円） △353,894 642,911 847,313

四半期（当期）純利益又は四半期純損失(△)

　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
△578,350 277,863 1,357,582

持分法を適用した場合の投資利益　　（千円） － － －

資本金            　　　　　　    （千円） 2,332,729 2,332,729 2,332,729

発行済株式総数    　　　　　　      （株） 32,047,071 32,047,071 32,047,071

純資産額          　　　　　　    （千円） 7,018,844 8,990,359 8,878,598

総資産額            　　　　　　  （千円） 13,757,578 12,093,066 14,292,848

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株

当たり四半期純損失金額(△)          （円）
△18.97 9.12 44.54

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利

益金額    　　　　　　　　　　　　  （円）
－ － －

１株当たり配当額      　　　　　　  （円） 2.50 4.00 8.00

自己資本比率          　　　　　　  （％） 51.0 74.3 62.1

営業活動によるキャッシュ・フロー  （千円） △324,902 △1,873,215 2,816,155

投資活動によるキャッシュ・フロー  （千円） △20,086 △40,801 △83,013

財務活動によるキャッシュ・フロー  （千円） △352,560 △318,258 △1,979,701

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

         　　　　　　　　　　　　 （千円）
2,443,815 1,662,530 3,894,805

　

回次
第34期
第２四半期
会計期間

第35期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 平成22年12月１日
至 平成23年２月28日

自 平成23年12月１日
至 平成24年２月29日

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額(△)   　　　　　　　 （円）
△3.53 16.35

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．第34期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため、第35期第２四半期累計期間及び第34期の潜在株式調整後１株

当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、それぞれ記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、欧州経済危機に端を発する世界経済不況のなかにあり輸出企業

を中心に引き続き厳しい状況にあります。

女性下着市場におきましても、消費者の節約志向は根強く、値ごろ感のある商品への消費動向が持続しておりま

す。

このような状況のなか、新製品発売に関する販売施策等により新規顧客の獲得と既存顧客の維持に取り組んでま

いりましたが、消費者の節約志向が根強い中、買い替え需要低下の影響を受け、売上高は期初計画を下回りました。

しかしながら、退職金・退職年金制度の変更に伴う一時的な費用の減少（退職給付債務減少により発生する過去

勤務債務を退職給付費用の減額として全額処理）が10億81百万円発生し、営業利益・経常利益は期初計画を上回り

ました。一方、厚生年金基金の代行部分(過去分)返上に伴う特別損失57百万円がありましたが、四半期純利益は期初

計画を上回りました。

当第２四半期累計期間の業績は、売上高77億52百万円（前年同期比2.2％減）、営業利益６億15百万円（前年同期

は３億76百万円の営業損失）、経常利益６億42百万円（前年同期は３億53百万円の経常損失）、四半期純利益は２

億77百万円(前年同期は５億78百万円の四半期純損失）となりました。

なお、当社は体型補整を目的とした婦人下着及びその関連事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記

載を省略しております。

(２)財政状態の状況

当第２四半期会計期間末における資産合計は120億93百万円となり、前事業年度末に比べ、21億99百万円の減少と

なりました。

流動資産合計は33億94百万円となり、前事業年度末に比べ、20億50百万円の減少となりました。これは主に、たな

卸資産の増加、売掛金の増加、現金及び預金の減少及び繰延税金資産の減少の結果によるものであります。

固定資産合計は86億98百万円となり、前事業年度末に比べ、１億49百万円の減少となりました。これは主に、前払

年金費用の増加、繰延税金資産の減少及び建物等の減価償却による減少の結果によるものであります。

当第２四半期会計期間末における負債合計は31億２百万円となり、前事業年度末に比べ、23億11百万円の減少と

なりました。

流動負債合計は26億31百万円となり、前事業年度末に比べ、17億63百万円の減少となりました。これは主に、資産

除去債務の増加、未払法人税等の減少、買掛金の減少、前受金の減少及び未払消費税等の減少の結果によるものであ

ります。

固定負債合計は４億71百万円となり、前事業年度末に比べ、５億47百万円の減少となりました。これは主に、繰延

税金負債の増加、退職給付引当金の減少及び長期借入金の減少の結果によるものであります。

当第２四半期会計期間末における純資産合計は89億90百万円となり、前事業年度末に比べ、１億11百万円の増加

となりました。これは主に、四半期純利益の計上及び剰余金の配当による利益剰余金の減少の結果によるものであ

ります。

(３)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ22億32百万

円減少し、16億62百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、減少した資金は18億73百万円（前年同期は３億24百万円の減少）となりました。これは主に、税

引前四半期純利益５億81百万円等による資金の増加、法人税等の支払額９億26百万円、退職給付引当金の減少４億

32百万円、仕入債務の減少３億84百万円及びたな卸資産の増加１億91百万円等による資金の減少によるものであり

ます。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、減少した資金は40百万円（前年同期は20百万円の減少）となりました。これは主に、差入保証金

の回収による収入３百万円による資金の増加、新規出店・移転改装等に伴う有形固定資産の取得による支出25百万

円及び差入保証金の差入による支出15百万円等による資金の減少によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、減少した資金は３億18百万円（前年同期は３億52百万円の減少）となりました。これは、配当金

の支払１億66百万円、長期借入金の返済による支出１億41百万円及びファイナンス・リース債務の返済による支出

９百万円による資金の減少によるものであります。

(４)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(５)研究開発活動

当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、９百万円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 66,150,000

計 66,150,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発
行数(株)
（平成24年２月29日）

提出日現在発行数(株)
（平成24年４月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 32,047,071 32,047,071
㈱大阪証券取引所

（市場第二部）
単元株式数100株

計 32,047,071 32,047,071 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。  

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金増
減額(千円)

資本準備金残
高(千円)

平成23年12月１日～

平成24年２月29日 
－ 32,047,071 － 2,332,729 － 2,195,452
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（６）【大株主の状況】

 平成24年２月29日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

伊藤忠商事株式会社 東京都港区北青山二丁目５－１ 8,055 25.13

正岡　規代 奈良県橿原市 3,400 10.60

マルコ社員持株会 大阪市中央区瓦町二丁目２－９ 2,410 7.52

梶村　絹子 大阪市浪速区 1,350 4.21

正岡　昌子 大阪市西区 1,350 4.21

土谷　晴夫 東京都世田谷区 245 0.76

池田　豊治 三重県鈴鹿市 213 0.66

大阪証券金融株式会社 大阪市中央区北浜二丁目４－６ 200 0.62

栄レース株式会社 兵庫県宝塚市美幸町10－51 111 0.34

株式会社セディナ 名古屋市中区丸の内三丁目23－20 111 0.34

計 － 17,448 54.44

　（注）１．上記のほか、自己株式が1,566千株あります。

２．池田豊治氏の所有株式数には、マルコ役員持株会名義の株式663株を含めて記載しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年２月29日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   1,566,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  30,446,900 304,469 －

単元未満株式 普通株式 　　 33,471 － －

発行済株式総数 32,047,071 － －

総株主の議決権 － 304,469 －

(注)　「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が5,300株含まれております。

また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数53個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年２月29日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

マルコ株式会社 大阪市中央区瓦町二丁目２－９ 1,566,700 － 1,566,700 4.88

計 － 1,566,700 － 1,566,700 4.88

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成23年12月１日から平成24年

２月29日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年９月１日から平成24年２月29日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

EDINET提出書類

マルコ株式会社(E00609)

四半期報告書

 9/20



１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年８月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,894,805 1,662,530

売掛金 334,542 382,482

商品及び製品 509,254 607,461

貯蔵品 44,624 138,227

その他 661,875 603,500

貸倒引当金 △273 △134

流動資産合計 5,444,828 3,394,067

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,089,056 3,025,549

土地 4,467,448 4,467,448

その他（純額） 191,626 172,745

有形固定資産合計 7,748,131 7,665,743

無形固定資産 210,604 198,969

投資その他の資産

その他 891,723 836,726

貸倒引当金 △2,440 △2,440

投資その他の資産合計 889,283 834,286

固定資産合計 8,848,019 8,698,999

資産合計 14,292,848 12,093,066
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年８月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年２月29日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,427,700 1,043,660

1年内返済予定の長期借入金 283,864 267,206

未払法人税等 959,062 79,000

賞与引当金 220,000 160,000

返品調整引当金 14,000 12,000

ポイント引当金 593,000 489,000

資産除去債務 812 12,294

その他 896,262 567,959

流動負債合計 4,394,702 2,631,119

固定負債

長期借入金 213,474 88,200

退職給付引当金 432,917 －

資産除去債務 326,698 319,842

その他 46,458 63,543

固定負債合計 1,019,547 471,586

負債合計 5,414,249 3,102,706

純資産の部

株主資本

資本金 2,332,729 2,332,729

資本剰余金 2,195,452 2,195,452

利益剰余金 4,846,005 4,956,226

自己株式 △492,500 △492,500

株主資本合計 8,881,686 8,991,908

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,145 △374

繰延ヘッジ損益 △1,942 △1,173

評価・換算差額等合計 △3,088 △1,548

純資産合計 8,878,598 8,990,359

負債純資産合計 14,292,848 12,093,066
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成23年２月28日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成24年２月29日)

売上高 7,924,207 7,752,110

売上原価 4,620,926 3,508,800

売上総利益 3,303,280 4,243,309

返品調整引当金戻入額 17,000 14,000

返品調整引当金繰入額 11,000 12,000

差引売上総利益 3,309,280 4,245,309

販売費及び一般管理費 ※
 3,685,982

※
 3,629,356

営業利益又は営業損失（△） △376,701 615,952

営業外収益

受取利息 394 317

受取配当金 125 110

受取手数料 25,685 19,952

業務受託料 12,000 12,000

その他 6,558 5,933

営業外収益合計 44,764 38,314

営業外費用

支払利息 15,621 5,549

不動産賃貸費用 4,483 4,330

その他 1,851 1,475

営業外費用合計 21,956 11,355

経常利益又は経常損失（△） △353,894 642,911

特別利益

固定資産売却益 85 －

貸倒引当金戻入額 237 －

特別利益合計 323 －

特別損失

減損損失 10,420 3,294

厚生年金基金代行返上損 － 57,445

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 275,220 －

その他 15,537 617

特別損失合計 301,179 61,357

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △654,750 581,554

法人税、住民税及び事業税 152,033 56,370

法人税等調整額 △228,433 247,320

法人税等合計 △76,399 303,690

四半期純利益又は四半期純損失（△） △578,350 277,863
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成23年２月28日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成24年２月29日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△654,750 581,554

減価償却費 138,831 123,256

減損損失 10,420 3,294

長期前払費用償却額 2,268 2,271

貸倒引当金の増減額（△は減少） △237 △138

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,803 △60,000

返品調整引当金の増減額（△は減少） △6,000 △2,000

ポイント引当金の増減額（△は減少） 50,000 △104,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 623,191 △432,917

受取利息及び受取配当金 △519 △427

支払利息 15,621 5,549

固定資産除却損 7,267 152

賃貸借契約解約損 241 130

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 275,220 －

売上債権の増減額（△は増加） 262,735 △47,940

たな卸資産の増減額（△は増加） △49,057 △191,809

前払年金費用の増減額（△は増加） － △70,072

前払費用の増減額（△は増加） 22,196 △37,141

仕入債務の増減額（△は減少） △241,916 △384,039

未払金の増減額（△は減少） △63,624 △23,856

未払費用の増減額（△は減少） △75,150 △25,649

前受金の増減額（△は減少） △60,318 △152,469

未払消費税等の増減額（△は減少） △48,016 △115,962

その他 △24,080 △97

小計 171,518 △932,312

利息及び配当金の受取額 509 430

利息の支払額 △15,738 △5,730

法人税等の支払額 △481,675 △926,579

法人税等の還付額 483 1,012

災害損失の支払額 － △10,035

営業活動によるキャッシュ・フロー △324,902 △1,873,215

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △22,543 △25,278

有形固定資産の売却による収入 85 －

有形固定資産の除却による支出 △12,252 －

無形固定資産の取得による支出 △8,256 △1,774

差入保証金の差入による支出 △135 △15,823

差入保証金の回収による収入 24,516 3,551

その他 △1,502 △1,476

投資活動によるキャッシュ・フロー △20,086 △40,801
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成23年２月28日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成24年２月29日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △90,000 －

長期借入金の返済による支出 △176,932 △141,932

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △9,994 △9,994

自己株式の取得による支出 △8 －

配当金の支払額 △75,626 △166,332

財務活動によるキャッシュ・フロー △352,560 △318,258

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △697,549 △2,232,275

現金及び現金同等物の期首残高 3,141,365 3,894,805

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,443,815

※
 1,662,530
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【追加情報】

当第２四半期累計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成24年２月29日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

（退職給付制度の改正について）

当社は従来、退職給付制度として厚生年金基金制度及び退職一時金制度を採用しておりましたが、厚生年金基金の代行

部分について、平成24年２月１日付で過去分返上の認可を受け、同時に確定給付企業年金制度へ移行しております。

この移行に伴う会計処理については「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号　

平成14年１月31日）を適用しております。

なお、本制度の移行に伴い、退職給付債務が減少し、過去勤務債務（△1,081,507千円）が発生するため、当第２四半期

累計期間において退職給付費用の減額として全額処理しております。これにより、売上原価が585,871千円、販売費及び一

般管理費が495,635千円、それぞれ減少しております。

なお「退職給付会計に関する実務指針（中間報告）」（日本公認会計士協会会計制度委員会報告第13号）第44-２項

に基づき、当第２四半期累計期間に厚生年金基金代行返上損を特別損失として57,445千円計上しております。

　

【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成24年２月29日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料・賞与等 1,243,846千円

賞与引当金繰入額 75,955 

退職給付費用 287,509 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料・賞与等 1,257,094千円

賞与引当金繰入額 96,000 

退職給付費用 △239,008　

貸倒引当金繰入額 △119 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自  平成22年９月１日
至  平成23年２月28日）

当第２四半期累計期間
（自  平成23年９月１日
至  平成24年２月29日）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年２月28日現在） （平成24年２月29日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 2,443,815

現金及び現金同等物 2,443,815

 

 （千円）

現金及び預金勘定 1,662,530

現金及び現金同等物 1,662,530
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自  平成22年９月１日  至  平成23年２月28日）

(1) 配当金支払額 

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月24日

定時株主総会
普通株式 76,201 2.5 平成22年８月31日平成22年11月25日利益剰余金

(2) 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後とな

るもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月８日

取締役会
普通株式 76,200 2.5 平成23年２月28日平成23年５月13日利益剰余金

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自  平成23年９月１日  至  平成24年２月29日）

(1) 配当金支払額 

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月28日

定時株主総会
普通株式 167,642 5.5平成23年８月31日平成23年11月29日利益剰余金

(2) 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後とな

るもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月６日

取締役会
普通株式 121,921 4.0平成24年２月29日平成24年５月11日利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自平成22年９月１日　至平成23年２月28日）及び当第２四半期累計期間（自平成23年９月

１日　至平成24年２月29日）

当社は、体型補整を目的とした婦人下着及びその関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成24年２月29日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△18円97銭 9円12銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△578,350 277,863

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損

失金額（△）（千円）
△578,350 277,863

普通株式の期中平均株式数（株） 30,480,394 30,480,365

（注）前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在しないため、当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、潜在株式が存在しないため、それぞれ記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

平成24年４月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

(イ）配当金の総額………………………………………121,921千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年５月11日

　（注）平成24年２月29日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  

 平成24年４月５日

マルコ株式会社  

 取締役会　御中

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中村　基夫　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 尾仲　伸之　　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマルコ株式会社の

平成23年９月１日から平成24年８月31日までの第35期事業年度の第２四半期会計期間（平成23年12月１日から平成24年

２月29日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年９月１日から平成24年２月29日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、マルコ株式会社の平成24年２月29日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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